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第２章 計画の基本的な考え方

第１節 基本理念 
 

 

狛江市では、平成６（1994）年に狛江市福祉基本条例を制定し、全ての市民が生涯にわ

たり個人として人間性が尊重され、生きがいをもって、ともに生きる豊かな福祉社会「あい

とぴあ」の実現を目指して、福祉のまちづくりに取り組んできました。 

条例制定から20年以上が経過し、私たちの生活は大きく変わりつつあります。それに伴

い、私たちの生活を取り巻く地域生活課題も複雑化・複合化しています。 

複雑化・複合化した地域生活課題を解決するには、福祉の「支え手側」と「受け手側」に

分かれるのではなく、地域のあらゆる市民・団体・事業者が役割を持ち、支え合いながら、

自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成し、公的な福祉サービスと連携・協働して助

け合うことが必要であり、このような取組みを通じて、全ての市民が生涯にわたり個人とし

て人間性が尊重され、生きがいをもち、支え合って、ともに生きる豊かな福祉社会（地域共

生社会）を実現する必要があります。 

狛江市が目指す「あいとぴあ」の実現に向けて、「みんなで支え合い ともに暮らすまち～

あいとぴあ狛江～」を基本理念として地域福祉施策を推進します。 

 

  

みんなで支え合い ともに暮らすまち 

～あいとぴあ狛江～ 

「あいとぴあ」とは 

であい・ふれあい・ささえあいの“あい”と 

“ユートピア”から作られた合成語です。 
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第２節 基本目標 
 

「みんなで支え合い ともに暮らすまち～あいとぴあ狛江～」の実現に向けて、次の３つ

の基本目標を設定し、計画を推進します。 

基本目標１：多様な地域生活課題に応える包括的な支援の仕組みづくり 

支援を必要とする全ての人が、必要とする支援を受けられる仕組みづくりを進めます。 

現在、市では従来の枠組みでは対処しきれない、複雑化・複合化した地域生活課題や新た

な地域生活課題を抱える人が適切な支援を受けられるよう、新しい包括的な相談支援・サー

ビス提供システムの構築を進めております。（図２-33）今後は、既存の相談支援体制を踏ま

え、重層的支援体制整備事業11の実施に向けた支援を進めてまいります。例えば、複雑化・複

合化した事例については、多機関で協働して課題を解きほぐし、関係機関の役割分担を図

り、各支援機関が連携のもとでの支援を行います。また、長期にわたりひきこもり状態にあ

る人など、自ら支援につながることが難しい人の場合には、アウトリーチ等を通じた継続的

支援を行うことにより本人との関係性の構築に向けた支援を行います。さらに、社会との関

係性が希薄化しており、社会参加に向けた支援が必要な人には、本人及びその世帯の状態に

寄り添って、社会とのつながりを回復するような支援をするなど重層的な支援を進めてまい

ります。（図２-34） 

また、権利擁護支援、虐待防止、生活困窮者等への支援等セーフティネットを充実させ、

市民一人ひとりがサービスの利用者として権利と利益を保護され、自分に最もふさわしい福

祉サービスを、自由に選択することができる仕組みづくりを進めます。 

基本目標２：ともに生きる豊かな地域づくり 

狛江市で生活する一人ひとりが地域生活課題に対し、自分自身の問題として受け止め、

市、市民及び事業者が連携・協働して、解決に向けてみんなで支え合う地域づくりを進めま

す。 

社会的孤立を防ぎ、不安や孤独感を抱えた人が悩みを分かち合い、相談できる「誰一人取

り残さない地域づくりを進めるに当たっては、多世代・多機能型交流拠点を住民の身近な地

域に設置し、社会的に孤立している方も含め誰もが気軽に立ち寄り、他者との交流を通じて

誰もが悩みを共有し、支え合える環境を地域に創り出すとともに、地域コミュニティを支え

る担い手を生み出し、その人材が次代の担い手を育てる人材の好循環を実現し、持続可能な

地域を創出してまいります。拠点の構築に当たっては、ウィズコロナの視点からリアルとオ

ンライン双方の強みを活かし、人と人とのつながりを強め、新たな時代のコミュニティの在

り方を模索してまいります。 

 
11  既存の相談支援等の取組みを活かしつつ、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制

を構築するため、相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施する事業をいう。 
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また、高齢者、子ども、障がいのある人等あらゆる人がともに生きる豊かな地域づくりの

ため、一人ひとりの福祉意識の醸成、人材の育成・養成等を通じて、地域生活課題の解決力

を高めていくなど地域づくりに向けた支援を進めます。 

 

基本目標３：安心・安全に暮らせるまちづくり 

高齢者も障がいのある人も、子どももその家族等も、生き生きと安心して生活できるため

の取組みを進めます。 

地球温暖化などの影響と考えられる地球規模の気象変動により、日本各地で想定を超える

風水害の発生が多発しており、狛江市においても令和元年東日本台風は大きな被害をもたら

したことから、市民意識調査でも高齢者及び障がいのある人が災害時の避難について不安に

感じていることが明らかになっております。令和元年東日本台風で明らかになった避難行動

要支援者制度、福祉避難所の設置・運営等の課題、国から公表された「令和元年台風第19号

等を踏まえた高齢者等の避難の在り方について（最終とりまとめ）」等を踏まえ、避難行動要

支援者制度の見直しを行うとともに、福祉避難所の設置・運営体制の充実を図ります。 

さらに、障がいのある人や外国人等も含めたあらゆる人が生活しやすいよう、ユニバーサ

ルデザインに配慮したまちづくりを進めます。 
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図２-33 狛江市の地域共生社会の構築に向けた現行の相談支援体制（イメージ） 
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図２-34 重層的支援体制整備事業（イメージ） 

 
 

出典：地域共生社会の実現に向けた市町村における包括的な支援体制の整備に関する全国担当者会議 

   資料３ 重層的支援体制整備事業における具体的な支援フローについて




